職務経歴書（サンプル）

        

20××年×月×日現在

氏名：○○　○○
■　職務経歴

20××年×月

株式会社○○○○入社　××支社に配属

20××年×月

××部に配属

20××年×月

同社を一身上の都合により退職

20××年×月

株式会社○○○○入社　××部に配属

20××年×月

マネジャーに昇格

現在に至る

■　得意分野

· 製造業界、金融(特に証券分野)業界の業務知識


· 業務アプリケーションの要件定義･設計･開発・導入支援

· 情報システム開発プロジェクトマネジメント業務
（最大○名のプロジェクトマネジャーの経験あり）

■　開発経歴

	期間
	プロジェクト名および業務内容
	開発環境等
	役割等

	20××年×月

|

20××年×月

（*年*カ月）


	○○証券会社／債券損益管理システム
証券内債券取引の損益計算、データ－ベース管理

（Sybaseでの国内債・先物・OTC・レポのポジション・損益管理データベースの設計、初期移行）

【担当】
・詳細設計、開発、テスト

（単体／結合／システム／受入テスト）


	Solaris

C、Perl  
Sybase
	メンバー

要員数○名



	20××年×月

|

20××年×月

（*年*カ月）


	○○証券会社／株式発注システム
投資家からの株受発注を受け付けるシステム開発
（インターフェース開発）
【担当】

・基本設計、詳細設計、開発、テスト
・画面機能テスト（単体／結合／システム／受入テスト）


	HP-UNIX

Solaris 

JAVA、C、

Perl、CGI、 
Oracle 


	メンバー

要員数○名

	20××年×月

|

20××年×月

（*年*カ月）
	○○証券会社／募集注文システム、目論見書管理システム

制度改正・コンプライアンスチェック強化・
業務改善等に伴う営業店システムのエンハンス
【担当】
・顧客との要件定義、基本設計、進捗管理

・関連システム担当との仕様調整

・テスト計画作成、テスト推進、品質管理
	HP-UNIX

VB

C

COBOL

Oracle


	プロジェクトリーダー

プロジェクト要員○名

(社員○名

協力会社○名)



	20××年×月

|

20××年×月

（*年*カ月）
	○○株式会社（中堅電気メーカー）／販売支援システム

自社販売システムの再構築および取引会社のＥＤＩシステムとのインターフェース構築

【担当】　

・顧客との調整から参加

・要件定義、外部設計、内部設計、開発、テスト、保守管理

・プロジェクト進捗管理
	HP-UNIX

PLSQL

Ｃ

Oracle
	プロジェクトリーダー

プロジェクト要員○名

(社員○名

協力会社○名)



	20××年×月

|

20××年×月

（*年*カ月）
	○○株式会社（精密機器メーカー）／全社システム再構築プロジェクト

既存の生産管理システムと販売システムの統合プロジェクト

【担当】　
・顧客との交渉から参加

・要件定義、外部設計、内部設計、開発、テスト、保守管理　

・システム環境構築・評価・検証

・プロジェクト進捗管理

【成果】
管理コスト削減に寄与（約30％のコスト削減を実現）
	HP-UNIX

PLSQL

Ｃ

Oracle
	プロジェクト
マネジャー
プロジェクト要員○名

(社員○名

協力会社○名)



	20××年×月

|

20××年×月

（*年*カ月）
	○○株式会社（某自動車メーカー）／データ統合プロジェクト

技術部品表と生産部品表と、その関連データ間のインテグレーションと、試作費軽減のための業務改革推進プロジェクト

【担当】
・業務コンサルから方針決定

・パッケージソフトとのフィットギャップ

・要件定義、外部設計、内部設計、開発、テスト

・プロジェクト進捗管理

・新業務プロセスへの移行に伴う利用部門の意識改革推進

【成果】

・試作コストが20％の軽減/開発期間が３カ月に軽減
	HP-UNIX

Solaris 

JAVA、C、

COBOL

Oracle 

J2EE

Weblogic
	プロジェクト
マネジャー
プロジェクト要員○名

（社員○名

協力会社○名）

予算：8億円


■　取得資格等

	20××年○月
	情報処理技術者・第一種

	20××年○月
	情報処理技術者・プロジェクトマネジャー

	20××年○月
	マイクロソフト技術者認定・ＭＣＳＥ（NT4.0トラック）

	20××月○月
	ＩＴコーディネーター


■　自己PR等

私はこれまで、常にコストに関わる意識を持ち、プロジェクトを短期間に完遂することを念頭に、お客さまにとって最高の価値を提供する努力をしてきました。

また、IT投資はお客さまの業務・業績に大きなインパクトを与えると自覚し、業務知識の習得を背景に、最新のＩＴ動向も意識して業務を遂行してきました。

今後はこれまでの経験を活かし、より高度なＩＴプロジェクト管理はもちろん、経営管理的業務にも携わっていきたいと考えています。

以上

